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幼児の協同性の発達における論理的思考力 
―５歳児の発達的変化に注目して― 

藤谷智子（武庫川女子大学） 
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目   的 
 幼児期においては，協同性の発達とともに論理
的思考力の発達が，重要な発達の側面と考えられ
ている。論理的思考力については，次期幼稚園教
育要領の構造化の検討の中で，「思考力・判断力・
表現力等の基礎」として取り上げられている。ま
た，幼児期の論理的思考力は，メタ認知の萌芽と
いう認知的能力をも含む概念と考えられる。 
 筆者は，これまで幼児期の協同性の発達に関し
て，11の視点で分類した発達的変化について検討
し，報告してきた。そこでは，協同性の発達につ
れて，「振り返り活動」というメタ認知的活動が重
要になってくることが指摘された。 
 本研究では，協同性の発達においてみられる論
理的思考力を，「振り返り活動」を含め，さらに広
範な認知的観点から再検討することを目的として
いる。具体的には，協同性の発達につれて，どの
ような論理的思考力が出現し，重要となってくる
のかを明らかにすることである。 
 論理的思考力の分類基準に関しては，内田・津
金（2014）を参考としながら，協同性の発達の文脈
で解釈し，基準を設定した。例えば，「規則性・法
則性」では物理的な外界についての知識だけでな
く，下位レベル１から５までを区別し，新たな遊
びのルールを作りだすことまでを含むこととした。
また，「人との関係性」に関しては，他者の視点と
捉えなおし，他者との公平・平等性について考え
判断するレベルと，他者の視点を取りこんで判
断・評価するという２つの下位レベルを想定した。
協同性の発達という文脈特有の基準となっている。
設定した大分類は Figure 1．に記載している｡ 

方   法 
 2012年度，阪神間のＫ市の公立幼稚園において，
各クラスの担任の先生に３名の園児を対象として，
縦断的に協同性に関するエピソードを記述してい
ただいた。今回，分析の対象としたのは５歳児の
計102のエピソードである。各エピソードについて
２つまでの論理的思考力の観点を分類し集計した。
論理的思考力については計131の項目となった。な
お，協同性の分類については，先生方と話し合い
をしながら行っている。 

結果及び考察 
（1）５歳児の論理的思考力の発達的変化 
 Figure 1．は，３つの学期別に，論理的思考力
の視点の出現の割合を図にしたものである。 
 １学期とそれ以降とで大きく異なっていること

が示された。１学期には，遊びをめぐってルール
を理解したり，遊びに関連するものを作りだした
り，ルールを作りだすという（1）規則性が半数を
超えており，また友だちと関わり始める中で，（2）
比較・分類特徴の出現数も多くなっている。２学
期以降は，協同性の視点（Table 1参照）８以降が多
くなるため，自分なりの仮説・アイデアを伝え，
他者の視点を取ることの重要性が増してくる。 
（2）５歳児の協同性と論理的思考力の関係 
 協同性の視点７の「嬉しさや楽しさを共感する」
では多様な論理的思考力の観点が出現している。
またそれ以降の視点では因果関係への言及も出て
くることが特徴的である。 
 今後は，論理的思考力の観点を重視した遊びの
エピソードの収集と分析を進め，協同的な遊びに
おける論理的思考力の発達とその役割，さらにそ
れへの支援を検討してく予定である。 
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Figure1. 5歳児の論理的思考力の発達的変化

Table 1.　5歳児の協同性と論理的思考力

　　　　　　　　協同性

論理的思考

（1）規則性 3 1 10 4 11 5 1 3
（2）比較・分類 3 2 2 1
（3）全体部分 1 2 1
（4）因果関係 2 4 1 7 2
（5）アイデア・仮説 1 4 1 15 1 16 1
（6）他者視点 2 5 4 3 11 3
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